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研究要旨 

DNA付加体の網羅的解析手法を用いて、DCPに由来する付加体の探索を行ったところ、[M+H: 430.

23]のDNA付加体がDCP曝露に特徴的なものとしてスクリーニングされた。現在、この付加体の化学

構造の同定について検討を行っている。 
 

 
 

                                             
Ａ．研究目的 

ジクロロメタンやジクロロエタン等のハロゲン系炭

化水素は主に工業溶剤として幅広く使用されている。

また、ジクロロメタンおよび1,2-ジクロロプロパン

(1,2-DCP)は、最近、職業性胆管がんの原因物質であ

ることが示唆されているが、これらハロゲン系炭化

水素と印刷業従事者で多発するヒト胆道がんとの関

係は未だ良くわかっていない。本研究では、これら

ハロゲン系炭化水素の発がんメカニズムの解明や曝

露の指標として有用な、ハロゲン系炭化水素由来の

DNA付加体の解析を目的として、質量分析器機を用

いたDNA付加体の網羅解析法（DNAアダクトーム

法）を用いて検討を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

Ames 試験に用いる試験菌株である、Salmonella 

typhimurium TA100 に 1,2-DCP(6000ppm, 

15000ppm)を４時間気層曝露した後にバクテリアを

回収し、ゲノム DNAの抽出を行った。DNAを各種

ヌクレアーゼによりモノヌクレオシドに分解し、生

成する DNA 付加体を質量分析機器(AB SCIEX, 

TripleTOF TT6600)を用いて網羅的に解析した。得

られたデータを主成分 (PCA)解析により解析し、

1,2-DCP曝露に相関する付加体の抽出を実施した。 

Ｃ．研究結果 

1,2-DCPを曝露したバクテリアDNAのアダクトー

ム解析を行なった結果を図１に示す。主成分（PCA）

解析を行なったところ、各曝露群毎のクラスターに

分類されることがわかった。次にPCA解析のLoding 

plotの結果から、1,2-DCPに相関する付加体の探索

を行ったところ、Name22 [M+H: 430.23]のDNA付

加体が1,2-DCP曝露と相関するものとしてスクリー

ニングされた（図２）。そのMS/MS解析データから、

この付加体は親MSが430.23であり、412.12, 286.17, 

229.15, 155.08のフラグメントを有することが推測

された。現在、この付加体の化学構造の同定につい

て検討を行っている。 

 

（倫理面への配慮） 

今年度の研究には該当しないが、本研究で行う動物

実験にあたっては、国立がん研究センターを含む各

施設における動物実験に関する指針に則って実施し、

可能な限り実験動物の苦痛軽減処置を行う。 
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Ｅ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

1．特許取得 

該当なし 

2．実用新案登録 

該当なし 

3．その他 

該当なし 
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図１ 1,2-DCP曝露したバクテリアのアダクトーム解析結果  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 1,2-DCP曝露と相関する付加体の探索結果  
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図３ 1,2-DCP曝露と相関する付加体 (Name22)のMS/MSデータ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        


